
 

 

 

 

 

 

  

 

５月２３日（土）は、運動会です。今年は、３・４年生で「よさこい」を踊ります。初めての挑戦

になりますが、昨年の「ソーラン節」の要素が入っているため、３・４年生合同の練習では、

「さすが先輩！！」と声が出てしまいそうになるほどのかっこいいこどもたちでした。「手を伸ば

したほうがかっこいいよ！」「もう少し声を出したほうがいい！」などと意見を出し合いながら、

みんなで作り上げています。本番まであと少しですが、３・４年生２１人でしかできない「よさ

こい」を目指して残りの練習も頑張ります。 

 なお、運動会練習が始まり、体力的にもしんどくなりやすい時期です。早寝・早起きをして、

朝ご飯をしっかり食べるなどの体調管理をお願いします。また、気温も高くなってきますので、

多めのお茶やタオルの準備もよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数科でわり算の筆算の学習をしています。わり算の筆

算は、これからの学年の算数科でも必要となる基礎的な技

能です。かけ算やひき算、3年生までのわり算を活用して計

算しなければならず、手順も複雑になっています。４年生の

1 年間でわり算の筆算をマスターしてほしいと思っています。

特に、かけ算の間違いがあったり、商（答え）をたて忘れた

りすることが多くなっています。そのため、５月から音読カー

ドにかけ算九九の練習も加えています。お忙しいとは思いま

すが、ご家庭でこどもたちの宿題の様子を見ていただけた

らと思います。 
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国語科「春の楽しみ」の学習で俳句を作りました。この単元は、春らしさを表現する言葉

や行事を表す言葉に親しむことをねらいとしています。ただ言葉や表現に親しむのだけでは

なく、語彙を増やしてほしいと思い俳句作りを設定しました。作った俳句は、校長先生と能宗

先生に審査をしていただき、４月の俳句名人が決定しました。どの俳句もこどもらしい感性に

あふれています。能宗先生に「面白いや楽しいという言葉を使わず、何がどのように楽しかっ

たのか、自分だけが体験したことを１７音に込めるとより良い俳句になりますよ。」と助言をい

ただき、現在は、５月の俳句作り中です。次の俳句名人が誰になるのか、そしてこどもたちの

俳句のレベルがどこまでステップアップするのか楽しみです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４年生の社会科では、都道府県のミニテストを行ったり、フラッシュカードを活用し都道府

県の位置や形を覚えたりする活動を行っています。また、国語科では都道府県の漢字を覚え

ています。その２つの教科をコラボレーションして、こどもたちは班ごとに「都道府県すごろく」

を作成しています。作成したすごろくは、自分たちで楽しみ、他学年にも配布し、みんなに都

道府県を楽しみながら知ってもらえるように準備をしている最中です。素敵なすごろくができ

るのが楽しみです！ 
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